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②みんなで考える省エネのつどい
③「白鷹町次世代育成支援行動計画」が
　　　　　　　　　　　策定されました。
④国民年金からのお知らせ
⑥白鷹町農業委員会委員の一般選挙
⑦消防表彰受賞者のみなさん

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

こくぞう様ヤングサミット2005
５月13日、虚空蔵祭礼（高い山の日）に合わせ、白鷹山ろくの小学校の子どもたちが集う「こくぞう様ヤングサミッ
ト2005」が行われました。白鷹町からは鷹山小学校、中山小学校の児童が参加しました。あいにくの雨となり気温も
低いなかでしたが、ようやく開花した山頂の桜の下で、各校ごとに歌や踊りを元気よく披露し交流を深めました。

白鷹町は環境ＩＳＯ１４００１の
認証を取得しています。
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み
ん
な
で
考
え
る
省
エ
ネ
の
つ
ど
い

　
　

 
 

＊
＊
省
エ
ネ
ル
ギ
�
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
の
ご
案
内
＊
＊

　

今
年
度
、
白
鷹
町
で
は
「
地
域

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
す
。

　

「
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」を
一
口
に
言
え
ば
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
行
動
指
針
、
あ
る

い
は
行
動
計
画
で
す
。
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
白
鷹
町
に
お
け
る
電
気

や
石
油
な
ど
の
節
減
を
図
る
た
め

の
指
針
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
深
刻
化
し
て
い
る
地
球
温
暖

化
対
策
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。

　

美
し
い
地
球
を
次
世
代
に
継
承

し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
か
ら
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
町
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
明
る
い
未

来
の
「
し
ら
た
か
」
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
か
た
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
考
え
、

意
見
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
「
興
味
は
あ
る
の
だ

け
ど
…
」、「
ま
ず
は
勉
強
か
ら
…
」

と
い
う
か
た
も
大
歓
迎
で
す
。
町

内
６
地
区
、
各
地
区
公
民
館
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み

な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
・
会
場（
各
地
区
共
通
で
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
10
時（
予
定
）

○
鷹
山
地
区　

６
月
29
日
（
水
）

○
十
王
地
区　

６
月
30
日
（
木
）

○
荒
砥
地
区　

７
月
２
日
（
土
）

○
鮎
貝
地
区　

７
月
６
日
（
水
）

○
東
根
地
区　

７
月
７
日
（
木
）

○
蚕
桑
地
区　

７
月
８
日
（
金
）

▼
内
容

①
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

白
鷹
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
概
要

　

説
明
な
ど
）

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

＊
明
る
い
白
鷹
の
未
来
予
想

　

＊
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
整
理
、
ま

　
　

と
め

　

＊
発
表

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
（w
orkshop

）
／
英
語
で
「
工

房
」、
「
仕
事
場
」
と
い
う
意
味

で
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
参
加
す
る
人
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
自
分
の
生
活
を
点
検
し
た

り
、
話
し
合
い
を
し
て
、
自
分
の

力
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

■省エネルギーに関するお問い合わせ

　政策改革課　政策企画係　担当／湯澤、大木

　☎85－6123 ／ FAX85－2128
　E-mail：seisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

に
つ
い
て
提
案
を
す
る
た
め
、
そ

れ
を
ま
と
め
る
作
業
を
す
る
集
ま

り
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や

性
別
を
越
え
た
参
加
者
一
人
ひ
と

り
の
提
案
に
よ
り
、
白
鷹
町
に
あ

っ
た
成
果
を
形
と
し
て
表
す
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
主
役
は

「
あ
な
た
」
で
す
。

〜
明
る
い
未
来
の〞

し
ら
た
か〝

の
た
め
に
〜

　 白鷹町省エネルギービジョン

 　 策定委員 を募集します
　
　省エネルギーや環境問題に関して意見のあるかた。白鷹町省エネルギービジョ
ン策定委員として、一緒にビジョンをつくりませんか。
〈募集要項〉
１．名称　白鷹町省エネルギービジョン策定委員
２．募集人数　５人程度（策定委員会は、各界の代表者などの参画をいただき、
　合計15人程度で構成する予定です。）
３．任期　委嘱の日から省エネルギービジョン策定事業の完了時まで
　１）町の区域内に住所を有し、応募時点で満20歳以上の方かた
　２）省エネルギーや環境問題などに興味とアイデアをお持ちのかた
　３）原則として、年６回の会議（７・８・９・10・11・１月〈予定〉）及び
　　先進地調査会（９月・１泊２日を予定）に出席できるかた
　４）次の基準を満たしているかた
　　①納税（町税等）の義務を果たしていること。
　　②公民権を有していること。
　　③破産宣告を受けていないこと。
　　④被法定後見人、被法定保佐人、被法定補助人でないこと。
　　⑤執行中の犯罪等がないこと。
４．応募方法
　　所定の応募用紙に必要事項を記入して、政策改革課へ提出してください。
５．しめきり　６月24日（金）
６．選考等　応募者多数などの場合は、「公募による白鷹町審議会等委員選考に係
　る基準」を準用し、選考のうえ結果をご連絡します。
７．その他
　①委員の会議出席報酬：3000円（予定）
　②先進地調査旅費などは、事業費から支出を予定。 あなたのお力を

　お貸しください

※ビジョン策定費用はＮＥＤＯ（ネド：独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）に補助申請中です。
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白
鷹
町
の
子
育
て
支
援
は
、
こ

れ
ま
で
施
設
中
心
型
と
し
て
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
当
町
に

お
い
て
は
核
家
族
化
や
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
か
た

へ
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

と
同
時
に
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
図
る
た
め
男
性
も
含
め
た
働

き
方
の
見
直
し
や
職
場
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
、
子
育

て
経
験
者
・
子
育
て
の
終
わ
っ
た

か
た
な
ど
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
協
働
に
よ
る
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
子
育
て
支
援
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

�
次�

�

�代
�
白
鷹
人
�
育
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
町
�
�
�
�
子
育
�
支
援
�
!

�
白
鷹
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
�
�
策
定
�
�
�
�
�
�

↓
↓

 基本理念「確かな次代を、地域みんなで～鮎っ子の笑顔きらめくまち・白鷹」の
実現をめざして、５年間に取り組む基本施策・主な事業のうち、次の３つのプロジ
ェクトを重点プロジェクトとして設定し、重点的・優先的に推進します。

【重点プロジェクトの構成】

＜基本理念＞
確かな次代を、地域みんなで

～鮎っ子の笑顔きらめくまち・白鷹～

＜基本的視点＞
１　生きる力あふれる子どもの育成
２　楽しい家庭づくり
３　支え合う地域づくり

＜３つの重点プロジェクト＞

１µ次代を生きる力づくりプロジェクト

２µ次代のゆめあふれる家庭づくりプロジェクト

３µ次代を育む地域づくりプロジェクト

◎白鷹町子ども権利宣言の実施
◎白鷹自然体験事業（子どもの体験・交流機会など）
◎「美しいしらたか」づくり環境教育の推進
◎子どもと協働のまちづくり・地域づくり
　（子どもワークショップの開催等）

◎子育て専用の情報提供体制づくり
◎健康な親子関係を育む事業
◎「家族学」の推進（より良い家族を育む事業）

◎ファミリーサポートセンター事業
◎多世代ふれあいの場づくりの実施（高齢者の地域ふれあい
　サロンとひろば事業が合体した地域交流事業）
◎地域の食材を活かした食を通じて豊かな心と体を育む事業
◎子ども等が犯罪に遭いにくい安全・安心まちづくり

あした

あした

あした

あした

あした

平
成
17
年
度
重
点
事
業

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
事
業

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
育
児
の
手
助
け
を
受
け
た

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
お
手
伝
い
を

し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
か
ら
な
る

会
員
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
で
子
育

て
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

17
年
度
に
サ
ポ
ー
タ
ー
（
提
供
会

員
）
の
養
成
を
は
じ
め
、
シ
ス
テ
ム

の
準
備
を
行
い
、
18
年
度
実
施
予
定

で
す
。

 

白
鷹
町
子
�
�
権
利
宣
言
�
実
施

　

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子

ど
も
権
利
条
約
）
は
、
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
の
た
め
に
世
界
各
国
が
そ
れ

ぞ
れ
努
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も

の
で
、
日
本
で
も
１
９
９
４
年
に
批

准
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
白

鷹
町
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
権
利
宣

言
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も

の
で
す
。
17
年
度
に
草
案
作
成
委
員

を
公
募
し
実
施
し
ま
す
。（
公
募
に
つ

い
て
は
広
報
し
ら
た
か
７
月
12
日
号

に
掲
載
予
定
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

児
童
係
・
丹
野

　
　
　
　

（
☎
86

－

０
２
１
２
）

※
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆

様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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国
民
年
金
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保
険
料
免
除
制
度

　　

将
来
、
お
年
寄
り
に
な
っ
た
と

き
、
ま
た
、
万
が
一
の
と
き
に
年

金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険

料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
長
い
人
生
の
間
に
は
、

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
年
金
を
受
け
取

る
権
利
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が
、

保
険
料
の
免
除
制
度
で
す
。
納
付

が
困
難
な
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
役
場
の
町
民
税
務
課
戸
籍
年

金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経済的に苦しいというかたに

「保険料免除制度」
所得の減少や失業等で経済的に
保険料の納付が困難な場合には、
国民年金保険料の免除制度があります。

免除期間は

７月から翌年６月までです。
免除を受けるかたは、毎年申請が必要です。

保険料免除は２種類

法
定
免
除

●生活保護法による生活扶助を受けて
　いる人
●障害基礎年金または被用者年金の障
　害年金（1・2級）の受給権者

保
険
料
全
額
免
除

免除を受けた期間は、保険料を
納めなくても年金を受け取るた
めの資格期間として計算されま
す。ただし、年金額は通常の３
分の１（半額免除の場合は３分
の２）になります。過去10年以
内に限り一定額を加算して納め
られます（追納）。ただし、昭和
61年３月までの免除期間につい
ては、加算はつきません。追納
すると年金額は通常に戻ります。

申
請
免
除

●所得が一定以下の人（下表参照）
●天災・失業等の理由により、保険料
　を納付することが著しく困難な人

※所得が一定以下で保険料を全額納付
　することが困難な人

保
険
料
半
額
免
除

世帯員数
全額免除

若年者納付猶予
半額免除

標    準
４人世帯

（夫婦、子２人）

162万円 282万円

２人世帯
（夫婦、子１人）

92万円 195万円

単身世帯 57万円 141万円

●免除となる所得の目安

この表はあくまでも目安ですので、詳細は町民税務課
戸籍年金係でおたずねください。

◎市町村の国民年金窓口で申請を！
　申請し、社会保険事務所で承認されると７月から翌年
６月までの保険料の全額または半額が免除されます。「半額
免除」を承認された場合は、残る半額の保険料を納めない
と保険料未納期間と同じ扱いになります。

◎全額免除と半額免除の判断基準は･･･

　本人と配偶者・世帯主の前年所得によって判定されま
す。また、天災・失業・倒産などの理由で申請することも
できます。（所定の証明書等が必要になります。）

◎20歳代のかたには「若年者納付猶予制度」
が新設されました

　若年者（20歳代の者）本人及び配偶者の前年所得が、一
定基準以下の時、申請して承認されると７月から翌年６月
までの保険料の納付が猶予されます。この猶予期間は、老
年基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金を受けるための
期間に参入されますが、老年基礎年金の年金額には反映さ
れません。

納めることが難しいか

たを助ける制度が、

たくさんあるんです

国民年金マスコット

ネッキーくん
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国民年金に関するお問い合わせは

町民税務課　戸籍年金係（☎85－6129）まで

学生で所得が少ないというかたに

「学生納付特例制度」
学生の場合、本人の所得が一定額以下のとき、
在学期間中の保険料を後払いできる学生納付特
例制度があります。

学生納付特例の承認を受けると、その期間中の障害や死亡といった不慮
の事態には、障害基礎年金または遺族基礎年金が支給されます。
●手続き場所　町民税務課戸籍年金係

●ご持参いただくもの

　①在学証明書または学生証（コピー可）

　②印鑑（本人が署名すれば不要）

＊年度途中で20歳を迎え、納付特例を希望する学生は、
20歳の誕生日以降早めに申請してください。

納付特例の対象期間は

４月から翌年３月までです。
特例を受けるかたは、毎年申請が必要です。

免除を受けた保険料は追納できます

　国民年金保険料の免除を受けた期間は、老齢基礎年
金が３分の１に減額されます。
　そこで、将来、保険料を納めることができるように
なったときには、満額の年金を受け取るために免除期
間分の保険料を10年前までさ
かのぼって納める（追納）こと
ができます。
　追納する保険料の額は、免
除を受けた当時の保険料の額
に政令で定められた一定の率
をかけて算出した額を加算し
た額になります。
　なお、平成17年度中に追納
する額は、別表のとおりです。

※保険料免除制度及び学生納付特例制度は、届出
　が遅れた場合、承認される前の期間は未納期間
　となり、その間の事故や病気で障害が残っても、
　障害基礎年金は支給されない場合もありますの
　で、ご注意ください。
※半額免除の承認を受けても、残る半額の保険料
　を納付しなかった期間は未納期間となり、その
　間の事故や病気で障害が残っても、障害基礎年
　金は支給されない場合もありますので、ご注意
　ください。

平成17年度

『移動年金相談日』のご案内

〈相談日〉

　●受付時間　午前９時30分～11時30分

　　　　　　　午後１時～１時30分

　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　　　　※都合により、館内別室に変更に

　　　　　　　　なる場合があります。

　●内　　容　年金のことならなんでも

　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　（☎0238－22－4220）

免除期間 追納額

平成７年度 16,310円

８年度 16,260円

９年度 16,040円

10年度 15,790円

11年度 15,190円

12年度 14,600円

13年度 14,040円

14年度 13,500円

15年度 13,300円

16年度 13,300円

（１カ月の保険料）

学生納付特例申請は忘れずに！
　平成16年度学生納付特例を受け、平成17年度も
引き続き学生納付特例を希望する学生、新たに
「国民年金保険料学生納付特例申請書」の提出が
必要です。
　学生納付特例制度は、前年の所得を基準として
いますので、毎年度申請が必要です。申込は随時
受付します。

６月 22 日（水） 11 月 30 日（水）
７月 27 日（水） 12 月 27 日（火）
８月 24 日（水） 平成18年１月 25 日（水）
９月 28 日（水） ２月 22 日（水）
10 月 26 日（水） ３月 23 日（木）

人生の節目には届出が必要です
こんなときは市町村窓口に届け出を！
　○学生や自営業などのかたが20歳になったとき
　○住所が変更になったとき
　○厚生年金加入の会社を退職したとき
　サラリーマンの奥さんが…
　○パートなどの収入が増えて夫から扶養されなく
　　なったとき
　○夫が退職したとき
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白
鷹
町
農
業
委
員
会
の
委
員
の

任
期
は
、
来
る
７
月
19
日
で
任
期

満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
一
般
選
挙
を
行
い
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙
期
日

�

�
月
10
日
�
日
�

�

午
前
�
時
�
午
後
�
時

選
挙
権
及
�
被
選
挙
権
�

�
�
�

①
選
挙
権　

平
成
17
年
１
月
１
日

　

現
在
申
請
の
も
の
で
、
３
月
31

　

日
現
在
農
業
委
員
会
選
挙
人
名

　

簿
に
登
録
さ
れ
、
昭
和
60
年
４

　

月
１
日
以
前
に
生
れ
た
か
た

②
被
選
挙
権　

昭
和
60
年
７
月
11

　

日
以
前
出
生
の
人
で
、
耕
作
面

　

積
が
10
ア
ー
ル
以
上
な
ど
一
定

　

の
資
格
要
件
を
有
す
る
か
た

立
候
補
届
出
�
�
�
�

▼
受
付
期
間　

平
成
17
年
７
月
５

日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で

▼
受
付
場
所　

白
鷹
町
選
挙
管
理

委
員
会
室
（
役
場
３
階
）

▼
届
出
書
類　

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
候
補
者
（
推
薦
）
届
出
書
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
そ
の
他

添
付
書
類
（
書
類
は
選
挙
管
理
委

員
で
準
備
し
ま
す
。
た
だ
し
、
戸

籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
は
、
各
自
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
届
出
方
法　

本
人
届
出
、
推
薦

届
出
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

　

※
立
候
補
の
辞
退
は
、
届
出
期

間
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
�
�
�
委
員
�
数

　

第
１
選
挙
区
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地

区
）
６
人

　

第
２
選
挙
区
（
荒
砥
、
十
王
、

鷹
山
、
東
根
地
区
）
６
人

期
日
前
投
票
�
�
�
�

　

投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
か

た
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
職
務
や
業
務
に
従
事
す
る
場
合

　

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な

　

い
用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
場
合

②
投
票
日
当
日
何
ら
か
の
用
事
が

　

あ
っ
て
、
投
票
区
の
区
域
外
に

　

旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る
こ
と
が

　

見
込
ま
れ
る
場
合

③
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

　

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
る
場
合

�
期
日
前
投
票
�
期
間
�
場
所

▼
期
間

　

平
成
17
年
７
月
６
日
（
水
）
〜

９
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時

▼
場
所

　

中
央
公
民
館
い
こ
い
の
間

不
在
者
投
票
�
�
�
�

　

次
の
よ
う
な
か
た
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

①
業
務
に
従
事
す
る
た
め
、
ほ
か

　

の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る

　

か
た

　

↓
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用
紙

　

を
請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い

　

た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
郵

　

便
の
往
復
に
日
数
が
か
か
り
ま

　

す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
の
手

　

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

　

の
施
設
に
入
所
中
の
か
た

　

↓
そ
の
場
所
（
施
設
内
）
で
不

　

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

③
身
体
に
一
定
以
上
の
障
害
を
お

　

持
ち
の
か
た

　

↓
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

制
度
に
よ
り
投
票
所
へ
行
か
な

　

く
て
も
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
自
宅
で
「
郵
便

　

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
を
す

　

る
場
合
に
は
、
選
挙
管
理
委
員

　

会
の
発
行
す
る
「
郵
便
等
投
票

　

証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お

　

早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

�
不
在
者
投
票
�
期
間
�
場
所

▼
期
間　

７
月
６
日（
水
）〜
９
日

（
土
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
室

立
候
補
予
定
者
説
明
会
�

�
�
�

　
▼
期
日　

６
月
21
日（
火
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜

▼
場
所　

　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

※
立
候
補
予
定
者
は
忘
れ
ず
に
ご

参
集
く
だ
さ
い
。
出
席
は
候
補
者

本
人
、
代
理
人
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
。

�
問
�
合
�
�

  

白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

                  

事
務
局

        

�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白鷹町農業委員会委員の一般選挙
       　　　　 が行われます
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�
消
防
庁
長
官
表
彰
�

○
功
労
章
＝
板
垣
長
榮

�
山
形
県
知
事
表
彰
�

○
金
条
章
＝
第
５
分
団　

○
特
別
功
労
章
＝
鈴
木
義
昭
・
樋

口
良
弘

○
功
労
章
＝
佐
々
木
誠
司
・
髙
田

正
浩
・
樋
口
義
一
・
影
澤
勝
宏
・

原
利
浩　

○
功
績
章
＝
安
達
正
幸
・
梅
津
晃

・
丸
川
政
志
・
鈴
木
義
幸
・
岡
崎

男
也
・
佐
竹
進
・
大
滝
義
昭
・
橋

本
秀
一
・
小
形
一
美
・
小
松
敏
和

○
精
練
章
＝
金
田
利
之
・
金
田
敬

・
丸
川
幸
記
・
江
口
政
昭
・
長
岡

聡
・
山
口
利
道
・
佐
藤
浩
彰
・
大

滝
孝
一
・
中
村
洋
昌
・
梅
津
勝
・

丸
川
憲
康
・
船
山
直
樹
・
迎
田
藤

一
郎
・
青
木
敏
行
・
衣
袋
正
人
・

大
木
健
一
・
大
滝
和
幸
・
田
中
幸

博
・
菅
間
正

○
永
年
勤
続
退
団
者
＝
小
林
孝
次

・
小
口
尚
司
・
金
田
茂
晴
・
金
田

文
俊
・
小
林
久
・
青
木
直
史
・
渡

辺
豊
・
小
口
十
市
・
羽
田
秀
一　

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
＝

株
式
会
社
ニ
チ
ロ
白
鷹
工
場

（
現
・
北
海
道
あ
け
ぼ
の
食
品
株

式
会
社
白
鷹
工
場
）

�
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
�

○
精
績
章
＝
橋
本
徳
味

�
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
�　

○
竿
頭
綬
＝
第
１
分
団

○
優
良
章
＝
丸
川
厚
志
・
佐
藤
一

正
・
佐
藤
政
寛
・
羽
田
英
雄
・
樋

口
直
道
・
五
十
嶺
英
幸
・
守
谷
祐

司
・
佐
藤
貴
光
・
沼
澤
勉
・
小
関

勝
幸
・
紺
野
仁
・
菅
間
務
・
鈴
木

守○
永
年
勤
続
章
�
25
年
�
＝

小
林
淳
一
・
丸
川

広
・
中
川
剛

○
永
年
勤
続
章
�
20
年
�
＝

鈴
木
義
昭
・
平
盛
和
・
橋
本
徳
味

・
佐
々
木
誠
司
・
渡
部
正
弘
・
丸

川
政
志
・
樋
口
義
一
・
大
滝
義
昭

・
金
田
敬
・
金
田
茂
一
郎
・
相
模

敏
浩
・
小
口
浩
喜
・
渋
谷
茂
美
・

村
上
伸
一
・
今
俊
一
郎
・
荒
木
健

一
・
大
瀧
真
史
・
佐
藤
貞
蔵
・
加

藤
正
男
・
沼
澤
浩

○
永
年
勤
続
章
�
15
年
�
＝

橋
本
忠
敬
・
宍
戸
仁
・
影
澤
勝
宏

・
小
林
浩
一
・
佐
藤
敏
宏
・
安
部

博
幸
・
橋
本
英
一
・
中
村
洋
昌
・

板
垣
亮
・
小
林
勝
良
・
中
川
洋
一

・
羽
田
英
雄
・
樋
口
直
道
・
船
山

直
樹
・
小
関
勝
幸
・
村
上
一
茂
・

大
瀧
俊
秀
・
横
澤
良
一
・
片
倉
健

博
・
梅
津
秀
樹
・
木
口
克
俊
・
川

村
朋
弘
・
青
木
正
浩
・
小
形
仁　

○
永
年
勤
続
章
�
10
年
�
＝

黒
澤
広
明
・
佐
藤
貴
博
・
長
岡
弘

之
・
橋
本
和
夫
・
五
十
嶺
英
幸
・

小
関
正
一
・
竹
田
賢
次
・
長
澤
正

人
・
菅
進
・
佐
藤
吉
剛
・
岡
部
秋

彦
・
五
十
嵐
政
則
・
今
野
友
博
・

鈴
木
広
貴
・
鈴
木
博
明
・
樋
口
伸

也
・
樋
口
昌
幸
・
軽
部
学
・
大
類

信
二
・
蹄
文
和
・
迎
田
一
昭
・
佐

藤
正
宏
・
山
川
久
雄
・
船
山
浩
二

・
梅
津
修
次
・
梅
津
裕
之
・
舩
山

一
浩
・
横
澤
修
・
菅
原
勉

�
山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部

長
表
彰
�

○
優
良
機
関
＝
第
２
分
団
第
２
部

第
４
班

○
優
良
消
防
団
員
＝
那
須
悟
・
今

野
勉
・
金
田
修
・
古
名
直
人
・
吉

村
秀
昭
・
横
澤
俊
和
・

昌
道
・

石
山
雄
一
・
長
岡
満
・
野
口
啓
三

・
橋
本
和
夫
・
菅
野
博
志
・
青
木

勝
利
・
小
関
敦
広
・
今
野
修
一
・

佐
藤
隆
将
・
長
澤
正
人
・
大
木
正

明
・
沼
澤
正
晴　

○
優
良
運
転
者
＝
渋
谷
直
樹
・
黒

澤
太
・
松
野
真
樹

�
白
鷹
町
長
感
謝
状
�

○
幹
部
退
団
者
＝
板
垣
長
榮
・
梅

津
守
一
・
橋
本
徳
味
・
芳
賀
和
則

・
安
達
正
幸
・
梅
津
晃
・
小
林
文

広
・
丸
川
政
志
・
渡
部
正
弘
・
樋

口
義
一
・
岡
崎
男
也
・
佐
藤
孝
・

竹
田
重
美
・
樋
口
直
道
・
守
谷
祐

司
・
小
関
勝
幸
・
竹
田
賢
次

○
永
年
勤
続
退
団
者
＝
金
田
敏
春

・
荒
木
健
一
・
大
瀧
真
史
・
相
馬

康
司
・
竹
田
美
智
雄
・
小
林
康
成

・
高
田
浩
由
基
・
佐
藤
貞
蔵
・
布

施
宏
泰
・
加
藤
正
男
・
田
中
良
紀

・
工
藤
徳
義
・
髙
橋
政
人

○
無
火
災
功
労
区
＝
深
山
区　

�
白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰
�

○
賞
詞
＝
丸
川
敏
治
・
新
野
貴
弘

・
金
子
一
孝
・
髙
木
薫
・
山
口
孝

弘
・
横
澤
直
樹
・
川
上
智
勝
・
岩

崎
謙
一
・
髙
田
慎
一
・
衣
袋
一
弘

・
髙
橋
秀
樹
・
大
滝
敏
広
・
梅
津

祐
一

消
防
表
彰
受
賞
者
�
�
�
�
�

　

６
月
５
日
の
春
季
消
防
演
習
に

て
、
表
彰
状
の
伝
達
、
感
謝
状
の

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「走らせてもらってありがとう」

　　　　　　の気持ちを大切に。

【ハーモニークラス】（参加人数／ 91名）
　トライアル初心者や万年ビギナーのかた、もはや上達をあきらめたかた（失
礼…）などを対象に、ツーリングトライアルを楽しんでもらおうというのがハ
ーモニークラス。コース、セクションともにとてもやさしい設定ですが、新緑
のなか残雪の山々の景色を満喫できる楽しいトライアルです。
　このクラスのもう１つの楽しみは、「オールクリーンを目指そう！」というも
の。１度も表彰経験がないながら、トライアルが好きでやめられないかたの
ために、オールクリーンを出せば皆「優勝」、惜しくも１点ついたら「１点賞」
という表彰をします。家族の尊敬を目指すお父さんたちのがんばりが見られま
す。

■ハーモニー土曜日（18日）の観戦可能ポイント
○白鷹スキー場スタート････････････････････････８:00 ～９:20
○つぶて石･･･････････････････････････････････10:50 ～ 12:50
○曲漆･･･････････････････････････････････････11:40 ～ 14:20
○萩野･･･････････････････････････････････････12:20 ～ 15:40
○白鷹スキー場ゴール･････････････････････････13:10 ～ 17:00

【トレッキングクラス】（参加人数／ 49名）
　トレッキングクラスは、オフロードバイクを対象にしたクラスです。
コースはトライアル同様に林道を走り、ときには廃道やけもの道に分け入った
りという約150km前後の距離。
そのコースを移動しながら、コース上に点在するいくつかの競技ポイントに
チャレンジします。
　競技ポイントは２つの要素があり、１つはブッシュや湿地帯などを走りきる
時間で競う「トレッキングポイント」、もう１つはセクションの足つき減点の「ト
ライアルポイント」です。普段目にしているトレールバイクで、こんな楽しみ
かたがありますよ。

■トレッキング土曜日（18日）の観戦可能ポイント
○白鷹スキー場スタート･････････････････････････7:30 ～ 7:30
○枯れ沢･･･････････････････････････････････････8:20 ～ 9:30
○ジャブジャブ広場････････････････････････････9:45 ～ 11:20
○永泉寺北の山･･･････････････････････････････12:00 ～ 13:15
○塩田･･･････････････････････････････････････13:45 ～ 15:20
○白鷹スキー場ゴール･････････････････････････14:40 ～ 16:30

SUNSHINE TRIAL 2005
ハーモニー コースマップ

６月１８日（土）

　サンシャイントライアルは今年で21回目を迎えます。
　今年も全国各地から270名あまりの選手が参加し、技量に
応じた３つのクラスで技を競います。
　毎年、町内外の多くのかたがたから、道申請をしていただ
いたり、花植え、そばの提供などなど、さまざまな形でご協
力を賜り、心から感謝申しあげます。
　大岩をかるがると乗り越え、滝を登り、そびえるような崖
を一気に駆け上がっていく。そんなバイクで行くには困難と
思われる場所を究極のバランス感覚で乗り越えていくトライ
アル。
見ていても思わず興奮してしまいますね。
　今年もスタート＆ゴールは「白鷹町スキー場」です。
　沿道でのご声援はなによりの励ましです。
どうぞ手を振っての応援、よろしくお願いします。

※大会公式プログラムは白鷹町内のコンビニ、ＧＳ、最寄の
　お店などで無料配布中です。
※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。
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【パラダイスクラス】（参加人数／ 136名）
　パラダイスクラスは各セクションにオブザーバーを配置した比較的スポーツマインドの高いトライアル。
コース距離は120km前後、セクション数は25程度、とてもやさしいながらも油断できないサジ加減のセクション。
林道や廃道、ブッシュなど変化に富んだコースが用意されます。

■パラダイス日曜日（19日）の観戦可能ポイント
○白鷹町スキー場スタート････････････････････････････7:10 ～ 9:00
○小滝越え（セクション２つ）････････････････････････7:25 ～ 9:30
○七曲林道（セクション３つ）･･･････････････････････8:30 ～ 11:40
○永泉寺北の山（セクション２つ）･･･････････････････8:40 ～ 12:30
○勧進代平沢川（セクション２つ）･･････････････････11:10 ～ 13:30
○上の台（セクション３つ）････････････････････････11:30 ～ 14:30
○ジャブジャブ広場････････････････････････････････12:10 ～ 15:00
○白鷹スキー場ゴール･･････････････････････････････13:30 ～ 17:10

手を振ってのご声援、よろしくお願いします。
★今年のサントラは全国かうまい選手がいっぱい出場しています！

SUNSHINE TRIAL 2005
パラダイス コースマップ

６月１９日（日）
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　５月24日、鮎貝小学校の５年生33人が、
「田んぼの学校」で田植えを体験しました。
これは、同校が食農教育の一環として平成
14年から行っており、地域のかたがたとの
交流の機会ともなっています。田んぼを提
供している鮎貝堰土地改良区の職員の皆さ
んが指導にあたり、児童はひざまで田んぼ
につかりながら、丁寧に苗を植えていまし
た。秋には稲刈りなども体験し、収穫祭を
行う予定です。

�
米
�
�
�
�
大
変
�
�
大
切
�
�
知
�
�
�
�

�
田
�
�
�
学
校
�
田
植
�
体
験

　５月８日、中央公民館で福祉施設入所者
とボランティアが協力して企画する「おか
えりなさいコンサート」が開かれました。
今年で14回目の開催となり、町内外の福祉
施設・音楽愛好会など７団体が出演し、心
温まる歌や劇などが披露されました。新曲
「どっこいしょ節」の発表では、楽しい振
り付けが会場の皆さんの笑いを誘っていま
した。会場では福祉施設の皆さんがつくっ
た工芸品、お菓子なども販売されました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
14
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月29日、スピカ、Ａコープの店頭で、
「白鷹ごみゼロの日キャンペーン」が行わ
れました。今年から５月30日を「ごみゼロ
の日」と定め、町民全員がごみの減量化に
取り組むことを目指し、その日を前にした
街頭啓発活動です。この日は、白鷹ごみゼ
ロの日実行委員会ボランティア20人が、ぼ
かし・ざつ紙袋の配布やごみの分別・リサ
イクルの展示を行い、買い物客へごみ減量
化を呼びかけました。

美
�
�
�
�
�
�
�
未
来
�
子
�
�
�
�
�

白
鷹
�
�
�
�
�
日
�
�
�
�
�
�

平
成
16
年
度
�
白
鷹
町
情

報
公
開
条
例
�
個
人
情
報

保
護
条
例
�
運
用
状
況
�

公
開
�
�
�

▼
期
間　

平
成
16
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
総
務
係

（
☎
85

－

６
１
２
０
）
ま
で

　５月22日、パレス松風において白鷹ロー
タリークラブ創立40周年記念式典が開催さ
れました。この団体は奉仕活動を目的とし
た国際組織で、白鷹地区では1966年に設立
されました。式典には県内外の各ロータリ
ークラブ会員など約140人が出席し、記念
事業報告や奉仕活動に貢献されたかたがた
の表彰が行われ、また、鮎貝子獅子連によ
る獅子舞、高玉芝居の上演なども行われま
した。

奉
仕
活
動
�
�
�
地
域
社
会
�
貢
献

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
創
立
40
周
年
記
念
式
典

項目 件数

情報公開請求 ５件

情報公開等決定 ５件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件
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５
月
22
日
、
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
に
と
軽
自
動
車
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
設
立
40
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
町
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た
も

の
で
、
よ
り
き
め
細
か
い
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
う
え
で
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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平成16年度版
広報しらたか・議会だよりしらたかの
　　　　　　　製本ができあがりました。
製本を申し込んだところで、お早めにお受け取りく
ださい。
■問い合わせ
　総務課　情報企画係（☎85－6121）

平成17年度予算概要書
　「わかる !! まちのしごと」
　町のホームページに掲載しています。
（http://www.town.shirataka.yamagata.jp/）

印刷サービスを１部100円で行っています。
ご希望のかたはお申し込みください。
■申込・問い合わせ　
　政策改革課　政策企画係（☎85－6123）

印刷サービスを１部100円で行っています。

　結城登美雄さんは仙台市在住の民俗研究家で、平成15年
度白鷹学講座でご講演いただきました。今年３月には芸術
推奨文部科学大臣賞を受賞され、今年新設の「芸術振興部
門」での初の受賞者となられました。東北の６００以上の
村を歩き、過疎地に暮らすお年寄りの話を聞き、農山村の
文化、地産地消、農産物直売、農家民宿、食の文化、食育
について研究されています。
　前回の講演も大変反響があり、２度目の講演が実現しま
した。皆さんぜひお聞きください。

【前回のアンケートより】

○つながってよい地域を…心にしみる言葉の一つ一つ、目

　の前が開けました。（60代女性）

○農業をしながらぼんやり考えていたことをすっきり話　

　していただきました。元気をもらいました。（40代男性）

○結城先生の答えを教えるのではなく、その体験をお話し

　てくださることで、わたしたち自身が何をすべきか、そ

　のきっかけをつくっていただきました。（30代女性）

●期　日　７月12日（火）午後７時から（６時30分開場）
●場　所　パワーセンター白鷹
●テーマ
「食の地元学」～あるもの探しから地域の未来を～（仮題）
●定　員　200名
※入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
◇入場整理券取り扱い◇
　教育委員会、産業振興課、中央公民館、各地区公民館、
　パワーセンター白鷹
●主　催　白鷹学企画委員会　／　白鷹町教育委員会
■問い合わせ
　教育委員会　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

＊次回予告＊
パート２　田勢康弘講演会　
●期　日　８月17日（水）午後７時から
●場　所　パワーセンター白鷹
☆詳細は７月12日号でお知らせします。

白鷹学講座のご案内

パート１結城登美雄講演会
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元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

 

〈働き盛り編〉

　日々の生活に追われて、自然を見つめる機会が少なくなってきています。今、

山々はもえぎ色から深緑に変わる季節を迎えています。そこで友達や家族で気軽

に行ける、ウォーキングのコースを紹介します。

［白鷹山ゆっくり・じっくり・楽ちんコース］

　南陽市区域の白鷹山山麓育成牧場まで車で行き、そこから登山道に入り山頂を

目指します。両側にそびえるブナ林の緑の輝きを目に焼き付けながら起伏の少な

い道を登ります。鳥のさえずりを聞きながら登ると、左側に展望が開け白鷹・長

井盆地が眼下に広がり、遠望には天元台・飯豊山

が見えます。山頂の虚空蔵様に着く前に急な石段

を少し登ると到着です。おいしい空気をたくさん

吸い込んで疲れを飛ばしてください。少し足を西

に伸ばせば雨量レーダーがあり、近くにはパラグ

ライダーの飛行基地もあり、飛び立つ姿は感動も

のです。白鷹山登山にはこのほかにも多くのコー

スがあります。ぜひ、挑戦してみてください。

「元気ニコニコ推進会議」
定例会報告

　「元気ニコニコしらたか
21」をいかに楽しく実践で
きるか話し合っています。
　町民がニコニコと暮せる
ためには、人と人とのふれ
あい、楽しく運動すること
などが大切です。そのため
に、ふれあいや運動の場を
支援してくれる、町内の物
知り博士、健康づくり実践
者を募集します。自選他薦
は問いません。健康福祉課
までご連絡ください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈ダイエットの秘訣〉

たるんだお肉が気になる季節になりました。ニコニコダイエットを始め
ましょう！次の質問・答えの中には、ダイエットの成功にかかせないキ
ーワードがたくさん出てきます。いくつわかりますか？

当たり前のことですが、

＜バランスの摂れた食事・適度な運動＞

これがダイエットの基本です。

健康なダイエットにチャレンジしよう!

▲白鷹山ゆっくりウォーキング

中国の生活習慣について、上海出身の五十嵐多恵さんに質問しました。

  

食事の時に多く食べる物は？ 交通手段はなんですか？

お肉よりも野菜をたくさん食べ
ます。お肉は煮て食べることが
多いです。日本のように甘いお
菓子はほとんど食べません。お
茶を一日何杯も飲むので利尿効
果がとてもあるんです。

車もよく乗りますが、歩くこと
が多いです。徒歩20分から30分
の距離ならば車は使いません。
自転車や徒歩で移動することが
多いですね。
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全
国
的
に
「
１
０
０
万
人
の
キ

ャ
ン
ド
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」
と
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う
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ベ
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が
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り
ま
す
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れ
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の
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と
つ
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場
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集
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て
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と
い
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だ
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ま
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を
図
り
、
化
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燃
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使
用
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抑
え
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二
酸
化
炭
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出
量
を
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ら
し
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地
球
温
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防
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つ
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す
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。

　

し
か
し
、
難
し
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と
は
考
え

ず
、
少
し
の
間
、
電
気
を
消
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ロ

ウ
ソ
ク
の
光
で
子
ど
も
に
絵
本
を

読
ん
で
あ
げ
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
静
か
に
恋
人
と
食
事
を
す
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
空
に
広
が

る
夏
の
星
座
群
を
見
上
げ
た
り
、

田
ん
ぼ
の
カ
エ
ル
の
大
合
唱
に
聞

き
入
る
の
も
た
ま
に
は
ど
う
で
す

か
。
昔
の
こ
と
、
未
来
の
こ
と
、

世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
生
き

る
人
び
と
の
こ
と
を
人
そ
れ
ぞ
れ

に
思
い
な
が
ら
。

　

み
な
さ
ん
も
ロ
ウ
ソ
ク
の
あ
か

り
の
も
と
、
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
夜

の
数
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

学
校
紹
介

白
鷹
町
立
蚕
桑
小
学
校

　

西
山
の
残
雪
を
包
ん
で
、
緑
が

日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
山

懐
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
蚕
桑
小
学

校
は
建
っ
て
い
ま
す
。

　　

６
月
。
蚕
桑
小
学
校
に
と
っ
て
、

こ
の
月
は
特
別
で
す
。
ほ
か
の
学

校
に
な
い
行
事
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
は
こ
の
２
つ
の
こ
と
を
紹

介
し
ま
す
。

相
撲
大
会

　

６
月
２
日
、
今
年
も
蚕
桑
小
学

校
の
相
撲
場
に
、
大
歓
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

　
「
志
保
美
人
」、「
朝
真
龍
」
な
ど

本
名
を
も
じ
っ
た
四し

こ

な

股
名
が
呼
び

出
さ
れ
る
と
、
雰
囲
気
は
国
技
館

に
な
り
ま
す
。
真
剣
な
顔
で
見
合

っ
て
、
ぶ
つ
か
り
合
う
と
、
手
に

汗
握
る
勝
負
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

勝
っ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
取
る

子
や
、
投
げ
飛
ば
さ
れ
て
涙
を
流

し
て
い
る
子
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ

マ
に
観
客
も
感
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
１
０
０
人
を
超
す

人
び
と
が
つ
め
か
け
、
横
綱
土
俵

入
り
か
ら
、
最
後
の
弓
取
り
式
ま

で
熱
心
に
声
援
を
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

蚕
の
飼
育

　

６
月
14
日
は
、
蚕
を
お
迎
え
す

る
日
で
す
。
今
年
も
３
千
５
０
０

頭
を
育
て
ま
す
。
こ
の
日
か
ら
繭

に
な
る
ま
で
の
間
、
全
校
生
徒
で

飼
い
ま
す
。

　

世
話
の
し
か
た
は
、
地
域
の
蚕

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土
曜
、
日
曜
は
当
番
の
学
年
が
学

校
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
飼
育
体
験
か
ら
蚕
桑
と
い

う
地
名
の
由
来
や
蚕
に
寄
せ
る
地

域
の
人
び
と
の
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
象
徴

と
し
て
の
蚕
や
桑
を
知
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

蚕
桑
の
春
は
こ
ん
な
ふ
う
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
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催　し

募　集

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
年
会
費　

４
０
０
０
円

▼
主
な
活
動　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な

ど
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
の

ほ
か
、
研
修
会
や
交
流
会
な
ど

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
ス
テ
ッ
プ

な
ど
の
動
き
は
と
て
も
簡
単
で
慣

れ
て
く
れ
ば
い
い
汗
を
流
せ
ま
す

※
月
１
０
０
０
円
の
会
費
必
要

▼
当
面
の
予
定

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

○
期
日　

６
月
21
日
（
火
）・
７
月

　

５
日（
火
）・
19
日
（
火
）・
８
月

　

９
日
（
火
）・
23
日
（
火
）

○
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

○
場
所　

東
根
地
区
公
民
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

健
康
推
進
係　

鈴
木
・
海

老
名
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

朝
日
連
峰
夏
山
開
�
�
�
案
内

▼
い
つ　

６
月
19
日（
日
）午
前
11

時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で　

朝
日
連
峰
鳥
原
山
朝

日
嶽
神
社
前

▼
持
物　

昼
食
、
雨
具
な
ど

▼
交
通　

午
前
６
時
30
分
に
役
場

前
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
バ
ス
の
乗
車
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
観
光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
見
�

�
�
�
�

宇
津
峠
�
�
�
�
�

　
▼
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

Ｊ
Ｒ
手
ノ
子
駅
前
集
合

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
な
ど

▼
費
用　

３
０
０
０
円

▼
参
加
定
員　

先
着
50
人

▼
受
付
期
限　

６
月
24
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
山
形

県
み
ど
り
推
進
機
構
（
☎
０
２
３

－

６
８
８

－

６
６
３
３
）

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
集
�
�

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
映
画
の
上
映
と
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
18
日
（
土
）
午
後

２
時
〜

▼
会
場　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
米
沢
市
）

▼
映
画　

『
エ
リ
ン
・
ブ
ロ
コ
ビ

ッ
チ
』（
２
０
０
０
年
、ア
メ
リ
カ
）

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
料　

無
料

※
た
だ
し
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
整
理
券
配
布
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
改
革
課
政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

�
�
�
�
�
�
野
口
健
講
演
会

　

大
量
廃
棄
、
自
然
破
壊
な
ど
、

「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
23
日
（
木
）
午
後

７
時
開
演

▼
会
場　

米
沢
市
伝
国
の
杜

▼
演
題　

集
ま
れ
！
環
境
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
！

▼
講
師　

野
口
健
さ
ん

▼
入
場
料　

１
５
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
沢
青

年
会
議
所　

鈴
木
清
（
☎
０
２
３

８

－

29

－

０
３
３
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
会

員
�
募
集
�
�
�

　　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
き
っ
か
け
に
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
運
動
し
た

く
て
も
一
人
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
と
悩
ん
で
い
る
か
た
、
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

�
九
条
�
�
�
�
�
�
作
品
募
集

　

平
和
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し

て
「
九
条
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。
「
憲
法
九
条
」、「
平
和
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
皆
さ
ん
の
感

性
で
創
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品　

絵
画
、
写
真
、
ポ

ス
タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
、
マ
ー
ク
、

標
語
、
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
、
歌

詞
な
ど

▼
作
品
規
格　

60
㎝
×
60
㎝
以
内

の
大
き
さ
。
描
画
材
自
由

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
作
品
の
説
明
を
明
記
し

て
、
す
ぐ
展
示
で
き
る
形
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

荒砥駅前交流施設資料館展示
のご案内●期　間　６月から

●テーマ「紅花＆紬の里展」
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おしらせ

舎
内
）

▼
展
示
教
科
書　

○
小
学
校
教
科
用
図
書

○
中
学
校
教
科
用
図
書

○
高
等
学
校
教
科
用
図
書

�
中
学
校
用
教
科
書
展
示
会
�

▼
い
つ　

６
月
20
日（
月
）〜
26
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

▼
ど
こ
で　

町
立
図
書
館

▼
展
示
教
科
書

○
平
成
18
年
度
使
用
中
学
校
教
科

　

用
図
書

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
教
育
事
務

所
（
☎
88

－

５
１
１
１
）
ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）

�
介
護
者
�
�
�
�
�
�
開
催

　

認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
同
じ
立
場
の
か
た
が
た
と
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
、
ヒ
ン

ト
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
介
護
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
場
所

　

①
６
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

蚕
桑
地
区
公
民
館

　

②
６
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

鮎
貝
地
区
公
民
館

　

③
７
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

荒
砥
地
区
公
民
館

　

④
７
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
王
地
区
公
民
館

　

⑤
７
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

鷹
山
地
区
公
民
館

　

⑥
７
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

東
根
地
区
公
民
館

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

　　 いまがきとって

あら
と保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき せんせいのまねをしてともだちの前で

Ｎちゃん「あおむし、あおむしあると

　　　　ころに･･･」

せんせい「え？」

Ｎちゃん「あおむし、あおむしあると

　　　　ころにおじいさんとおばあさ

　　　　んがすんでいました。」

せんせい「あー、むかし、むかしがそ

　　　　うきこえたのね。」

せんせいのまね

Ｎちゃん「せんせい、い・ま・が・

　　　　きとって」

せんせい「えっ、なに？」

Ｎちゃん「い・ま・が・き、すっか

　　　　らとって」

Ｎちゃん、手振りでして見せる

せんせい「あー、はみがきね。わか

　　　　らなくてごめんね。」

（
白
鷹
九
条
の
会
）に
帰
属
し
ま
す
。

▼
し
め
き
り　

７
月
31
日
（
日
）

■
応
募
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
九
条
の
会　

樋
口
（
〒
９
９

２

－

０
８
４
１
白
鷹
町
大
字
畔
藤

１
９
０
９　

☎
85

－

５
７
３
６
）

平
成
17
年
度
山
形
県
警
察
官
採

用
試
験

▼
受
付
期
間　

６
月
３
日（
金
）〜

24
日
（
金
）

▼
男
性
・
女
性
警
察
官
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か

た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
。）を
卒
業
し

た
か
た
、
ま
た
は
平
成
18
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

▼
採
用
予
定
人
数

男
性
・
約
45
人
、
女
性
・
若
干
名

▼
試
験
日　

７
月
10
日
（
日
）

▼
会
場　

山
形
東
高
校
及
び
酒
田
、

鶴
岡
の
各
警
察
署

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

長
井
警

察
署
（
☎
84

－

０
１
１
０
）　

地
域
�
�
�
�
�
�
�
�
募
集

▼
活
動
内
容

（
１
）河
川
、
国
道
、
ダ
ム
及
び
港

湾
へ
の
地
域
住
民
の
意
見
・
要
望

の
収
集
及
び
提
言
報
告

（
２
）特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
感

想
や
意
見
の
報
告

定期の日本脳炎予防接種
　　　　　　を中止します

平
成
17
年
度
教
科
書
展
示
会

　

教
科
書
の
適
正
な
採
択
に
役
立

て
る
た
め
に
、
教
科
書
の
見
本
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
法
廷
展
示
会
�

▼
い
つ　

６
月
17
日
（
金
）
〜
30

日
（
木
）（
土
・
日
を
除
く
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
教
育
事
務
所
教

科
書
セ
ン
タ
ー
（
総
合
支
庁
西
庁

（
３
）意
見
交
換
会
な
ど
へ
の
出
席

▼
活
動
期
間　

平
成
17
年
７
月
１

日
〜
平
成
19
年
６
月
30
日

▼
報
酬　

無
報
酬
で
す
が
、
通
信

費
、
旅
費
は
支
給

▼
応
募
資
格　

県
内
居
住
の
成
人

で
地
域
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
か

た（
公
務
員
、
議
会
議
員
を
除
く
）

▼
募
集
定
数　

約
40
人
程
度

▼
し
め
き
り　

６
月
30
日
（
木
）

▼
応
募
方
法　

専
用
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事

務
所
地
域
づ
く
り
推
進
室
（
☎
０

２
３

－

６
８
８

－

８
４
２
１
）

　今回、５月30日付け厚生労働省からの
勧告通知を受け、白鷹町では定期に実施
していた日本脳炎予防接種（１期・２期・
３期）を中止することになりました。
　ただし、対象者で日本脳炎の流行地域
（朝鮮半島、台湾、中国、ベトナムなど）
へ渡航するなど、日本脳炎に感染するお
それが高い場合には、医師からの説明を
受け同意書に署名していだいたうえでの
接種は可能です。そのような場合は、健
康推進係へご相談ください。

■問い合わせ

　健康福祉課　健康推進係（☎86－0210）
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▼
内
容　

話
し
合
い
、
ビ
デ
オ
で

の
研
修

▼
し
め
き
り　

６
月
23
日
（
木
）

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

介
護
支
援
係　

小
形
・
飯

澤
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
鮎
貝
村
附
近
之
絵
図
��
�
�

�
複
製
��
販
売
�
�
�

　

今
か
ら
百
数
十
年
前
（
江
戸
時

代
後
期
）
の
鮎
貝
・
蚕
桑
地
内
の

各
村
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

▼
掲
載
内
容

○
鮎
貝
・
蚕
桑
地
内
の
道
、
川
、

　

神
社
、
町
並
み
な
ど

○
薬
師
桜
、
十
二
の
桜
、
子
守
堂

　

の
桜
、
赤
坂
の
桜
な
ど

▼
価
格　

１
０
０
０
円

▼
発
行　

白
鷹
町
史
談
会
・
白
鷹

町
教
育
委
員
会

■
販
売
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

４
６
）

防
衛
庁
各
種
学
生
�
自
衛
官
�

�
�
�
�
�
�
�

採
用
説
明
会

▼
日
時　

６
月
26
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
５
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

実
習
室

▼
対
象
者　

○
大
学
・
各
種
専
門
学
校
・
高
校

　

・
中
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の

　

か
た

○
一
般
の
か
た
で
、
大
学
進
学
、

　

公
務
員
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
看
護

　

師
（
国
家
資
格
・
特
殊
技
能
）

　

な
ど
の
進
路
に
興
味
を
持
た
れ

　

る
か
た

○
そ
の
家
族
の
か
た

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
募

集
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

�
�
�
�
�
会
�
開
催

　

病
気
や
不
慮
の
事
故
な
ど
で
、

か
け
が
い
の
な
い
愛
す
る
人
を
失

っ
た
人
た
ち
が
、
そ
の
悲
し
み
を

同
じ
境
遇
の
人
た
ち
と
一
緒
に
話

す
こ
と
で
、
心
が
癒
や
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

▼
日
時　

６
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所　

山
形
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

め
ん
ど
り
の
会

代
表　

小
野
寺
南
波
子
（
☎
０
２

３

－

６
３
２

－

７
０
１
６
）

使用区分 種別 単位
改正前 改正後

町　　民 町民以外 町　　民 町民以外

遺体の
火葬

12 歳以上 １　体 4,000 円 25,000 円 6,000 円 35,000 円

12 歳未満 １　体 3,000 円 20,000 円 4,000 円 25,000 円

死　　胎 １　胎 2,000 円 15,000 円 2,500 円 20,000 円

遺体以外
の火葬

肢体の一部
胎盤、汚物

１人分 1,000 円 5,000 円 1,500 円 6,500 円

白鷹町斎場使用料が平成 17 年 7月１日執行から下記のように変わります。

　

４
月
・
５
月
に
西
置
賜
地
域
で

住
宅
火
災
が
７
件
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
６
件
が
全
焼
で
、
死
者

が
１
人
出
て
い
ま
す
。

　

火
災
原
因
の
大
半
は
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
。
一
人
ひ
と
り

の
気
配
り
が
、
最
悪
の
事
態
を
防

ぎ
ま
す
。

●
電
気
プ
ラ
グ
に
ホ
コ
リ
を
た
め

て
は
い
ま
せ
ん
か
。

●
て
ん
ぷ
ら
揚
げ
な
ど
、
火
を
つ

け
た
ま
ま
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。

●
寝
た
ば
こ
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
日
常
生
活
の
中

に
は
、
火
事
の
元
が
た
く
さ
ん
潜

ん
で
い
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
の
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
み
ん
な
で
住
宅
火
災
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
署
白
鷹
分

署
（
☎
85

－

５
２
４
２
）

住
宅
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
！
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７月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1,500円前後）
　※途中で退席された場合でも受講料、テキスト代は返金できませんので　　
ご了承ください。
▼会場　白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ
　白鷹町総合情報センター（☎86－0151・http://www1.shirataka.or.jp/）

皆さんもパソコンライフ始めませんか？

期日 時間 コース名 内容 受講料

７月４日（月）

５日（火）
午後１時～４時

パソコン入門

（文字入力編）

パソコン初心者の方向け。まずは文字を入

力できるように練習しましょう。
\3,000

７月７日（木） 午後１時～４時
パソコン入門

（インターネット編）

世界中の色々なホームページを閲覧できる

ように勉強をします。
\1,500

７月８日（金） 午後１時～４時
パソコン入門

（電子メール編）

電子メールで文面や情報をやり取りできる

ように勉強をします。
\1,500

７月11日（月）

12日（火）
午後１時～４時 ワード初級

文書作成の基本を勉強します。やさしい案

内文を作ってみましょう。
\3,000

７月13日（水）

14日（木）
午後１時～４時 エクセル初級

エクセルの基本操作と表作成を勉強しまし

ょう。
\3,000

７月25日（月）

26日（火）
午後１時～４時 ワード初級

文書作成の基本を勉強します。やさしい案

内文を作ってみましょう。
\3,000

７月27日（水）

28日（木）
午後１時～４時 エクセル初級

エクセルの基本操作と表作成を勉強しまし

ょう。
\3,000

佳
作　

雑
草
に
生
き
る
力
を
教
え
ら
れ　
　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

努
力
ま
た
努
力　

涙
の
金
メ
ダ
ル　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

古こ

き稀
ま
で
も
鍬
を
振
る
っ
た
力
瘤こ
ぶ　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

権
力
の
下
に
群
が
る
金
バ
ッ
チ　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

観み

る
方
も
力
が
入
る
名
演
技　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

し
ん
が
り
も
力
走
し
た
と
褒
め
て
や
る　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

村
起
こ
し
母
さ
ん
た
ち
の
底
力　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

肩
た
た
く
孫
の
力
を
褒
め
て
笑
む　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

何
事
も
力
ま
ず
自
然
体
で
行
く　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
力
走
負
け
て
尚な
お

人
気　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

体
力
が
自
慢
三
度
の
飯
う
ま
い　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

二
死
満
塁
テ
レ
ビ
の
前
も
力
入
り　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

秀
逸　

力
道
山
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
い
い
昭
和　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

力
ま
ず
に
人
生
航
路
泳
ぎ
抜
く　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

離
合
集
散　

数
が
力
と
い
う
派
閥　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

土
壇
場
で
と
っ
さ
に
湧
い
た
底
力　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

頼
ら
れ
て
残
る
力
の
あ
り
っ
た
け　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

晩
酌
の
二
合
を
明
日
の
活
力
に　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

負
け
た
子
を
力
い
っ
ぱ
い
抱
き
し
め
る　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

崖が
け

っ
淵ぷ
ち

エ
ー
ス
が
見
せ
る
底
力　
　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

明
日
担
う
若
い
力
に
望
み
か
け　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

穴
あ
い
た
野
良
着
に
光
る
力
こ
ぶ　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

五
客　

子
を
諭さ
と

す
力
は
涙
か
も
知
れ
ぬ　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

力
い
っ
ぱ
い
働
け
る
場
に
居
て
楽
し　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

働
い
た
勲
章
だ
ろ
う　

力
瘤こ

ぶ　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

力
ず
く
押
さ
え
込
ん
で
も
来
ぬ
平
和　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

棒
押
し
の
棒
が
ま
ん
中
か
ら
折
れ
る　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

人
位　

経
験
が
力
に
勝
る
老
い
の
智ち

え恵　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

地
位　

清
濁
を
呑の

ん
だ
男
に
あ
る
魅
力　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

天
位　

力
ま
ず
に
生
き
よ
う
明
日
も
陽
が
昇
る　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

軸　

今
日
一
日
わ
た
し
に
あ
げ
る
努
力
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題
「
輪
」　

六
月
末
日
ま
で　

「
場
」　

七
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

力　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選
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６
月
１
日
、
東
京
の
日
本
武
道
館

大
ホ
ー
ル
で
、「
分
権
改
革
日
本
」
全

国
大
会
が
地
方
６
団
体
（
知
事
会
、

議
長
会
、
町
村
会
な
ど
）
の
主
催
で
、

全
都
道
府
県
か
ら
の
出
席
に
よ
り
開

か
れ
た
。
地
方
の
自
立
の
た
め
の
税

源
の
移
譲
、
地
方
財
政
確
立
を
進
め

る
た
め
で
あ
る
。
全
員
が
背
広
姿
、

ほ
ん
の
少
し
の
か
た
が
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
。
会
場
内
は
換
気
が
行
き
届
い
て

い
る
の
で
、
わ
た
し
に
は
背
広
を
取

っ
て
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
が
適
温
の
感
。

６
月
１
日
か
ら
政
府
主
導
の
「
ク
ー

ル
・
ビ
ズ
」
が
始
ま
っ
た
。

　　

地
球
温
暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
践
す
る
た
め
、

事
業
所
な
ど
で
は
冷
房
を
28
℃
に
設

定
す
る
な
ど
と
並
ん
で
、
こ
の
季
節

か
ら
み
ん
な
で
暑
い
と
き
は
軽
い
服

装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
）

で
仕
事
を
と
、
政
府
が
率
先
し
て
こ

の
風
潮
の
定
着
を
と
の
考
え
で
あ
る
。

Ｙ
紙
に
よ
れ
ば
、「
ネ
ク
タ
イ
と
上
着

な
し
な
ら
体
感
温
度
は
２
℃
下
が
り
、

ま
た
全
国
の
官
公
庁
舎
や
事
務
所
ビ

ル
が
７
月
か
ら
９
月
ま
で
冷
房
温
度

を
26
℃
か
ら
28
℃
に
す
れ
ば
、
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
17
％
、
原
油
ド
ラ

ム
缶
１
５
５
万
本
の
節
約
に
な
る
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
仕
事
を
「
涼
し

く
、
健
康
的
に
、
相
手
に
も
心
地
よ

い
感
じ
を
持
た
れ
る
姿
で
、
個
性
も

あ
り
、
効
率
的
に
仕
事
が
進
む
姿
で
」

行
う
。
そ
れ
が
夏
期
の
仕
事
の
し
か

た
と
し
て
、
日
本
の
各
職
場
に
定
着

し
て
い
く
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
だ

と
思
う
。
今
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
呼

び
か
け
は
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

伸
び
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ぜ
ひ
環

境
問
題
の
視
点
か
ら
、
今
後
は
定
着

化
す
る
と
良
い
と
思
う
。

　　

こ
の
「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
と
い
う

名
称
、
お
そ
ら
く
「
涼
し
い
形
で
の

仕
事（
ビ
ジ
ネ
ス
）を
」
と
い
う
こ
と

な
の
か
。
か
な
り
考
え
ら
れ
た
こ
と

と
思
う
。
た
だ
、
全
国
民
に
訴
え
る

言
葉
と
し
て
、
な
ぜ
日
本
で
は
す
ぐ

に
横
文
字
ら
し
き
も
の
を
活
用
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
は
日
本
語
が

あ
る
。
世
界
に
冠
た
る
情
感
を
表
現

で
き
る
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、「
漢
字
、

ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
」
の
世
界
の

中
で
も
特
色
を
持
つ
３
種
類
の
文
字

が
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
文
化
だ
。

日
本
人
の
感
性
に
強
く
訴
え
る
日
本

語
に
よ
る
表
現
は
、
必
ず
あ
る
は
ず

だ
。
自
国
の
言
葉
に
も
っ
と
知
恵
と

愛
情
を
持
つ
べ
き
だ
。
他
国
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
。

　　

な
お
、
白
鷹
町
役
場
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
も
28
℃
以
上
に
な
ら
な
け
れ

ば
冷
房
は
な
い
し
、
夏
は
軽
装
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
む
し
ろ
わ
た
し
自

身
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

柄
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。
冬
期

間
の
暖
房
で
あ
る
。
暖
房
器
具
は
雪

国
の
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
使

用
さ
れ
る
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大

な
量
で
あ
る
。
環
境
・
省
エ
ネ
か
ら

の
視
点
で
、
暖
房
と
の
関
係
で
服
装

の
あ
り
方
は
ど
う
な
の
か
。
夏
と
同

じ
感
覚
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

�
�
月
�
�
�
�
�
�
�
季
節
�
�
�

県
内
�
観
光
�
�
�
�
�
園
�
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●5月1日 ▼5月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢

荒砥甲　椎　名　ノ　シ　89

鮎　貝　渡　　　　浩 　71

広　野　金　子　　誠　　49

山　口　中　川　直　子　76

山　口　中　川　東　七　70

横田尻　菅　野　正　吉　94

菖　蒲　芳　賀　源　吾　90

高　玉　本　木　みさを　70

荒砥甲　須　貝　榮五郎　75

下　山　渡　部　照　子　90

横田尻　山　川　き　み　84

十　王　松　野　精　一　88

No.922
2005-6

-15

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 高橋 雅　樹 伶
れい

　弥
や

眞　澄

横田尻 後藤 　匡 大
だい

　智
ち

百合子

荒砥甲 横山 洋　一
鷲
しゅう

歩　御

鮎　貝 鈴木 秀　一 遥
はる

　人
と

美奈子

畔　藤 小方 憲　一 凛
りん

　音
ね

淳　子

横田尻 小林 政　雄 愛
め

　唯
い

美　沙

荒砥乙 梅津 憲　一 裕
ゆう

　大
だい

美　和

荒砥乙 鈴木 真　盛 美
み

　波
なみ

節　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　石　和　明　　天童市
横　山　久美子　　畔　藤

（千　田　裕　司　　荒砥乙
穗　積　朋　子　　寒河江市

（鈴　木　敏　広　　荒砥乙
髙　内　智　恵　　山辺町

（新　野　郎　太　　畔　藤
沼　沢　麻　美　　荒砥乙

（児　玉　賢　二　　山　口
打　田　美　和　　高　岡

（榎　本　良　　　　長井市
渡　邊　恵　子　　鮎　貝

（小　林　宣　好　　横田尻
相　原　國　子　　南陽市

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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